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Z39.50　 CIMIプ ロ ファイル を もち いた

民族学標本資料の情報共有にむけて

　　　　　　 山本 泰則

国立民族学博物館 博物館民族学研究部

　　　　　中川　隆

国立民族学博物館 情報管理施設

CIMIプ ロファイル とは、情報検索の共通プロ トコルZ39.50を もちいて博物館 ・美

術館の間で情報共有をお こなうために提案 された仕様である。国立民族学博物館で

は、このプロファイルに準拠 して、所蔵する民族標本資料の情報を検索 ・提供す る

システムを試作 した。本報告では、プロ トタイプシステムの機能の紹介 しCIMIプ

ロファイルの適用可能性について検討す る。

   Towards the Cross-Agency Search for Information of 

Ethnographic Museum Objects based on Z39.50 CIMI Profile

    Yasunori YAMAMOTO 

Department of Museum Anthropology, 

   National Museum of Ethnology

     Takashi NAKAGAWA 

Information and Documentation Center, 

   National Museum of Ethnology

CIMI Profile is a set of technical specifications for using Z39.50 to search and 

retrieve cultural heritage information in the distributed repositories. We imple-

mented a CIMI server to retrieve information of ethnographic objects in the Na-

tional Museum of Ethnology. This report describes the pilot system and discusses 

the feasibility of the Profile.

1　 はじめに

　 イ ンタ0ネ ッ トを介 して文化 情報資源 を共有

す るための さま ざま な試 みがな され てい る。博

物館 ・美術館 の もつ情 報 も、そ ういった情 報資

源のひ とつ であ る。分 野 を横 断 した情報検 索で

は、Dublin　 Core[1]の 基 本 要 素が もちい られ

るこ とが多 いが、博 物館 ・美術館 に分 野 を限定

した場合、Dublin　 Coreだ け で十分 な検索 がで

き るとはい えない。

　博物館 ・美術館 の間で情報 を交換 ・共有す る枠

組 みのひ とつ と して、CIM工(Computer　 lnter-

change　 of　Museum　 Znformation)コ ン ソー シア

ム 【2]が作成 したCIMIプ ロファイル[3]が あ

る。CIMIプ ロファイルでは、情報検索の標準

プロ トコルであるZ39.50[4]を べ一スに、文化

財(cultural舵 而 αge)特 有のデータ項 目を定

義している。各組織が持つデータベースのデー

タ項 目をそれ らに変換することにより、異なる

構造のデータベース間で情報の相互アクセスを

可能にしている。

　今回、国立民族学博物館(以 下、民博)で は、

所蔵する資料情報を標準の手段で提供し、また、

他の博物館や異分野の情報資源 と情報共有する

方法のひ とつ として、CIMIプ ロファイルに対
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応 したZ39.50サ ーバを作成 し、これをもちい

て情報検索システムを構成 した。本稿では、実

際にシステムを実装 し、約5000件 のサンプル

データベースを作成 した経験にもとづき、博物

館の民族標本資料におけるCIMIプ ロファイル

の適用可能性について検討する。

2　 CIMIプ ロファイル と民族標本資料

2.1　 Z39.50　 CIMIア プ リケー シ ョンプ ロフ

　　 ァイル

　 Z39.50と は、サーバークライアン ト型情報検

索システムにおいて、検索要求と検索結果の取

得(返 戻)の 手順を定めた国際標準規約である。

クライアン トは検索語 にア トリビュー ト(検 索

項目などの属性)を つけてサーバへ質問を送り、

サーバは検索結果をタグ(デ ータ項 目)を もち

いてレコー ドに組み立て、クライアントに返す。

　サーバ とクライアン トの間でア トリビュ0

トとタグを共有す ることにより、デ0タ ベ0ス

のスキーマを抽象化 してデータベース間の差

異を吸収 し、複数のデー タベースを同 じイン

タフェースで検索することができる。ア トリ

ビュー ト、タグとロー一カルなデータベースの項

目(フ ィール ド)間 の変換はサーバの責任で、

クライアン トからは見えない。

　 Z39,50は 、はじめ書誌デー タベースを横断

検索する目的で開発 され、普及 した。

　 Z39,50の ア トリビュー トやタグ、返戻 レコー

ドの構造などを、特定の分野に応用す るための

指針がアプ リケーシ ョンプ ロファイルである。

現在いくつかのものが提案 されているが 同、そ

の中にCIMIコ ンソーシアムが定めたCIMIプ

ロファイルがある。これは、博物館や美術館間

で文化財情報(美 術、建築、文化史、自然史な

どの分野を含む)を 相互に検索 ・利用すること

を目的に してお り、以下の ような特徴がある。

・検索項 目を指定す るUseア トリビュー トに

　は、Bib-1ア ト リビュー ト1[6]か ら取 りいれ

　た要素(14個)に 加 え、CIMI独 自の要素(55

　 個)とDublin　 Coreの 基 本要 素(15個)が

　含 まれて い る。

・返戻 レコー ドを構 成す る タ グ と して 、標 準

　 のtagSet-GとtagSet-M[7ユ 、　Digital　Collec-

　 tionsタ グ セ ッ ト[g]に 加 え、　CIMI独 自 の も

　 の(要 素数60)が 定 義 され てい る。 そ こに

　 は、画像や 音響 な どバ イナ リデー タとそ のメ

　 タデ ー タを記述 す るタ グが含 まれ て い る。

・返戻 のデー タ項 目集 合 を規 定 したエ レメン ト

セ ッ トと して、標 準 のBとFの 他 に、MB

　 (Museum　 Brief　record)が 定義 され てい る。

・返戻 の抽象 レコー ド構造 が定義 され てい る。

・CIMIプ ロ フ ァイル に対応 していないZ39.50

　 ク ライア ン トも、最低 限の情報検 索がで き る

　 よ う考慮 され て いる0

2.2　 国立民族学博物館の民族標本資料

　 民博では、民族学の研究資料 として、また人々

に世界の文化を紹介す るため、世界の さまざま

な地域や社会で現在使用 されている、あるいは

使用 されていた 「モノ」を収集 している。これ

らを民博では標本資料 と呼んでいる。

　標本資料には、農業 ・牧畜 ・狩猟 ・漁労な ど

生産に関する用具類、衣 ・食 ・住をはじめ楽器、

遊びなど生活に関する用具類、紡織製品、木製

品、金属製品、陶製品など生活技術に関す る用

具類、宗教儀礼、冠婚葬祭 に関連す る用具類、

などが含まれ る。つま り、人間の活動にかかわ

る、あ りとあ らゆる種類のモノを収集 している。

一方、美術 ・骨董的価値のあるものは原則 とし

て収集の対象 とは してない。現在約24万 点の

標本資料を所蔵 してい る。

　約30年 前の創設 当初か ら、民博ではコンピ

ュータの利用を念頭において各資料に関する情

報を整理 し、早期にデータベース化をおこなっ

た。その内容は、資料を収集 ・使用 ・製作の観点

1書 誌情報の検索にもちいる
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